
 

学校名 山口市立平川中学校 

  

 

活動のテーマ 安全・安心な学園都市平川（幼保小中高大）づくりをめざして 

主な教科領域等 教科領域（ 総合的な学習の時間、特別活動 ） 

活動に参加した児童生徒数 （  全学年  ４３３ 人 ）（複数可） 

活動に携わった教員数    ３５  人 

活動に参加した地域住

民・保護者等の人数 

 約４３００ 人 【保護者・地域住民・その他（             ）】 

※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に丸をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間 西暦 ２０１９年 ４月 ８日   ～  西暦 ２０２０年 ３月 ２６日 

想定した災害 
※該当するものに丸をつけてください。複数可。 

地震 ・ 津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他（              ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

平川中学校、平川小学校の共通チャレンジ目標である「安心・安全」な学校づくりのためには地域の協力が

必要である。そこで地域を巻き込んだ防災に関する取組を展開し、学校・家庭・地域の防災意識の向上を図り

たい。また、平川地域には、幼稚園・保育園・小学校・中学校・特別支援学校・高等学校・大学があり、「学園

都市平川づくり」をめざしている。幼小中合同引き渡し訓練、体験型地域防災イベントを、安全・安心な「学

園都市平川づくり」の起爆剤としたい。 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

〇幼小中合同引き渡し訓練 

  豪雨災害を想定して、平川幼稚園園児・平川小学校児童・平川中学校生徒、総計約１３００名の引き渡し

訓練を行った。また、平川地域交流センターは避難所開設準備と情報センター（情報集約、連絡調整、緊急

対応等）としての動きを確認した。 

 スケジュール  実施日：令和元年６月２４日（月） 

  １２：３０ 山口市に「大雨洪水特別警報」発令情報を入手（想定） 

        各校・各機関で対策本部を設置。引き渡しを決定。平川地域交流センターへ連絡。 

        保護者へ緊急メール配信。児童生徒への指導。 

        平川幼稚園はホール待機。平川小学校・平川中学校は教室待機。 

  １４：００ 引き渡し開始。 

  １６：００ 引き渡し終了。平川地域交流センターへ連絡。  

〇体験型地域防災イベント 

  地域の「平川まつり」（参加者は約３０００人）と同時同会場で体験型地域防災イベントを開催した。体験

内容として、防災熟議、小学生ＫＹＴ教室、防災カードゲーム、非常食体験、東日本大震災復興支援グッズ

販売、台風１９号水害復興義援金募金、はしご車体験、煙体験、心肺蘇生講習、消防車展示、ハンドマッサ

ージ、防災クイズを行った。 

 取組の詳細  実施日：令和元年１１月１７日（日） 

 〇防災熟議・・・中学生・高校生・大学生・地域住民が、未曽有の豪雨の際、どのタイミングでどのような

行動をとるかのシミュレーションを通して、「災害に強い平川にするために」というテーマ

で語り合った。 



 〇小学生ＫＹＴ教室・・・中学生が小学生にＫＹＴ（危険予知トレーニング）で防災について教えた。 

 〇非常食体験・・・いろいろな非常食を実際に作ったり食べたりすることで非常食への関心を高めた。 

３）9 月研修会の学びの中から自校の実践に活かしたこと。研修会を受けての自校の活動の変更・改善点。 

  昨年度まで（助成金・研修受講前）と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 

  防災熟議を通して、災害時の行動についてより具体的な想定をし、防災、減災への意識を高め、実際に行

動に移せるよう促した。幼小中合同引き渡し訓練では、新たに、平川地域交流センターが加わり、避難所開

設準備と情報センター（情報集約、連絡調整、緊急対応等）としての動きを確認した。 

  体験型地域防災訓練は、今年度初めて行った。なるべく多くの参加者を得るために、地域の祭りを同時開

催した。助成金のおかげで、非常食体験などのプログラムを実現することができた。また、啓発活動も充実

させることができた。 

４）実践の成果 

 ①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 

  全校一斉での避難訓練や講演会で経験や知識を積むことも大切だが、教職員や生徒、保護者、地域住民が、

実際の場面を想定して、しっかり考え、実際に体を動かして、減災(防災)について学習することが大切である

ことが実感できた。また、地域の団体と協働したことで、今後も連携をとることでより充実した取組をして

いくための基盤ができた。 

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につ

けたか。 

体験型地域防災訓練のボランティア生徒からは来年度の活動を楽しみにしているという声を聴くなど、生

徒の一部ではあるが減災（防災）教育活動に積極的にかかわりたいという生徒が増えてきた。生徒は、与え

られたことをただやるのではなく、自分たちで何をしたいのかを考えるような、学びに向かう力を身に付け

てきた。 

 ③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

実施以降、地域の団体で防災に関する研修会があったり、来年度の防災の取組についての話題が出たりす

るなど、地域全体の減災（防災）への関心の高まりを感じる。地区内にある保育園や高校も来年度は一緒に

活動したいという申し出があるなど、安全・安心な「学園都市平川づくり」の起爆剤となった。 

５）工夫した点、実践の特徴・特筆すべき点 

  既存の取組に、いろいろな団体を結び付けることで、より充実した地域全体の取組となり、地域がさらに

活性化することを目指して実践した。地域との連携にはコミュニティ・スクールのしくみが十分に生かされ

た。 

６）実践から得られた教訓や課題と次年度以降の実践の改善に向けた方策や展望 

  近隣の地域が自然災害にあったり、自分の地域も過去に浸水被害にあったりしているにも関わらず、減災

（防災）について自分事として考えていない人が多い。記憶が風化してしまうのは仕方ないので、定期的に

考える機会を提供することが学校の使命と考える。来年度も多くの人を巻き込みながら、さらに深く減災（防

災）について考えることができるような工夫をしていきたい。 

７）その他（※特にあれば記述） 

 

 
 


